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菅野誠・佐藤譲 『日本の学校建築』 講談社メチエ、1983年
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柳治男 『＜学級＞の歴史学 』 講談社メチエ、2005年
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柳治男 『＜学級＞の歴史学 』 講談社メチエ、2005年
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柳治男 『＜学級＞の歴史学 』 講談社メチエ、2005年
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クイズ

• Q1 化学式CO2は（ ）を表す

• Q2 英語の熟語 in front of の意味は（ ）
である

• Q3 関ヶ原の戦いは（ ）年に起きた

• Q4 著書『行為と演技』を書いたアメリカの社会学
者は（ ）である

• Q5 嵐のメンバー、相葉雅紀は（ ）県の出
身である
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高等教育進学率の推移
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文部科学省「学校基本調査」，国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」
（平成14年１月推計）より文部科学省作成
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/04101901/005/002.htm
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森重雄，1998，「学校の空間性と神話性」『季刊こども学』，18，71



「何にでもなれる誰でもない人」

• 生まれたばかりの赤ん坊

• 何になるか。

• 何になれるか。

• 誰にでもチャンスを与える
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‡ http://ja.wikipedia.org/wiki/ファイル:Crying_newborn.jpg



「教育」「学校」の役割

• 「教育」は子どもが大人になるまでの過程に関わる
社会的な営み

• 知識・技術の伝達、「個人」の全面発達＝自立をた
すける営み（「人格の完成」）

• 「誰でもないが誰にでもなれる」存在としての子ど
もを「誰か」にしていく過程（森重雄「学校の空間性
と神話性」1998）

→「何にでもなれる＜自分＞」の自己実現をたすける
営み

• 平等と自由と個人の発達に関わる公教育
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教育の平等をめぐるトリレンマ（三すくみ状態）

• メリット（業績）と報酬

• 平等

• 家族の自律性（子育ての自由）
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